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信
州
安
曇
野
薪
能
が
8
月
17
日

（
土
）、
明
科
龍
門
渕
公
園
で
行
わ
れ
ま

す
。開

演
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
火
入
れ
式

で
、
着
物
を
着
て
会
場
に
松た
い
ま
つ明
を
運
ぶ

「
火
入
れ
役
」
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
平
成
25
年

4
月
1
日
現
在
）
の
女
性
（
高
校
生

を
除
く
）

●
募
集
人
数　

１
人

●
報
償
等　

１
万
円
と
「
第
23
回
信
州

安
曇
野
薪
能
」
招
待
券
2
枚
。
当
日

の
振
袖
着
付
け
・
メ
ー
ク
代
な
ど
は

実
行
委
員
会
が
負
担
し
ま
す
。

●
募
集
締
め
切
り　

7
月
12
日
（
金
）

（
必
着
）

●
審
査
方
法　

7
月
中
に
開
催
さ
れ
る

実
行
委
員
会
で
決
定
。
結
果
は
本
人

に
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
応
募

の
動
機
と
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
す
る
か
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
２
９
１
４
番
地
１

教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
振
興
係

信
州
安
曇
野
薪
能
実
行
委
員
会
事
務
局

第
23
回
信
州
安
曇
野
薪
能
の
開
催
に

先
立
ち
、
能
楽
師
の
故
青
木
祥
二
郎
さ

ん
と
青
木
道
喜
さ
ん
が
使
用
し
た
能
面

や
能
装
束
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

見
る
角
度
に
よ
っ
て
微
妙
に
そ
の
表

情
を
変
え
る
能
面
や
、
色
鮮
や
か
な
染

織
に
刺し
し
ゅ
う繍
や
金
銀
箔
で
文
様
を
描
い
た

能
装
束
の
数
々
を
間
近
で
観
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
過
去
の
信
州
安

曇
野
薪
能
の
記
録
映
像
の
上
映
も
行
い

ま
す
。

●
会
期　

6
月
21
日
（
金
）
～

7
月
21
日
（
日
）

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
交
流
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
休
館
日　

毎
週
木
曜
日

●
観
覧
料　

無
料

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー「
み
ら
い
」

で
は
、
安
曇
野
を
拠
点
に
活
躍
し
た
い

若
手
音
楽
家
の
発
掘
を
目
的
に
「
あ
づ

み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会
」
を
開
催
し

ま
す
。
こ
の
演
奏
会
は
、
12
月
に
予
定

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者
の
選
考
も

兼
ね
て
行
い
、
観
客
ア
ン
ケ
ー
ト
の
評

価
も
審
査
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
入
場
に

は
整
理
券
が
必
要
で
す
の
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

7
月
27
日
（
土
）

開
演
午
後
１
時
30
分
（
演
奏
は
約
2

時
間
）

●
会
場　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料
・
自
由
席

●
定
員　

１
６
０
人
（
先
着
順
）

●
入
場
整
理
券
の
事
前
配
布　

6
月
26

日
（
水
）
か
ら
穂
高
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
「
み
ら
い
」
窓
口
ま
た
は
電
話

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
木
曜
日

休
館
、
開
館
時
間
は
午
前
9
時
～
午

後
9
時
30
分
）
一
人
４
枚
ま
で
予
約

が
可
能
で
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

自
由
で
奔
放
な
表
現
力
を
持
っ
た
画

家
小
林
邦
の
作
品
の
数
々
を
ご
覧
い
た

だ
き
ま
す
。
小
林
邦
の
魅
力
と
安
曇
野

で
育は

ぐ
く
ま
れ
た
文
化
の
一
端
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
会
期　

6
月
29
日
（
土
）
～
8
月
1

日
（
木
）

●
時
間　

午
前
9
時
～
午
後
6
時

●
休
館
日　

月
曜
日
、
月
曜
日
が
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日

●
会
場　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
内
容　

小
林
邦
の
描
い
た
油
彩
画
、

水
墨
画
、
デ
ッ
サ
ン
な
ど
計
50
点
程

度
●
観
覧
料　

無
料

関
連
企
画
「
小
林
邦
展
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

安
曇
野
ゆ
か
り
の
芸
術
家
3
「
小
林

邦
展
」
の
開
催
期
間
中
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。
小
林
邦
に
師

事
し
て
こ
ら
れ
た
征
矢
野
久ひ
さ

さ
ん
が
、

展
示
作
品
や
小
林
邦
の
生
涯
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

●
日
時　

7
月
27
日
（
土
）
午
後
2
時

～
午
後
3
時
（
終
了
予
定
）

●
会
場　

多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

征
矢
野 

久
さ
ん

●
そ
の
他　

参
加
無
料
。
事
前
の
申
し

込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

り
前
に
あ
っ
た
「
囲
炉
裏
」
の
あ
る
暮

ら
し
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
の

講
座
で
は
、
国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
曽
根
原
家
住
宅
」
で
、
実

際
に
囲
炉
裏
で
火
を
起
こ
し
、
囲
炉
裏

端
で
戦
争
の
こ
ろ
の
子
ど
も
の
暮
ら
し

に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
大
麦
を
使

っ
た
虫
か
ご
を
作
っ
た
り
し
ま
す
。
小

学
生
を
対
象
と
し
ま
す
が
、
親
子
や
大

人
だ
け
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

●
開
催
日　

7
月
27
日
（
土
）
午
前
9

時
～
午
後
3
時

●
会
場　

郷
土
博
物
館
集
合
解
散　

※
バ
ス
で
曽
根
原
家
住
宅
へ
移
動

●
講
師　

矢
口
健た

け
ひ
こ

陽
児
さ
ん
・
勝
野
辰

雄
さ
ん
（
穂
高
郷
土
資
料
館
）

●
対
象　

小
学
生
（
低
学
年
や
幼
児
の

場
合
は
保
護
者
同
伴
）

●
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

大
人
４
５
０
円
、
子
ど
も

３
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

●
持
ち
物　

は
さ
み
・
カ
ッ
タ
ー
・
昼

食
・
飲
み
物
・
箸

●
申
し
込
み　

6
月
27
日
（
木
）
か
ら

7
月
21
日
（
日
）
の
間
に
、
郷
土
博

物
館
へ
電
話
で
申
し
込
み
後
、
博
物

館
窓
口
で
受
講
料
を
納
め
て
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
は
午
前
9
時
か
ら
午

後
5
時
ま
で
で
す
。

第
23
回
信
州
安
曇
野
薪
能
の

火
入
れ
役
募
集

文
化
課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
郷
土
博
物
館
講
座

「
昔
の
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う
！
」

豊
科
郷
土
博
物
館

72
・
５
６
７
２ 

72
・
７
７
７
２

安
曇
野
ゆ
か
り
の
芸
術
家
３

「
小
林
邦く

に

展
」

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ
う
」

71
・
４
０
３
３ 

73
・
１
８
０
２

第
４
回　

能
面
と
能
装
束
展

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

「
あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏

会
」
を
開
催

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」

81
・
３
１
１
１ 

82
・
０
９
６
６

故青木祥二郎さん
（観世流能楽師、安曇野市

名誉市民）

田淵行男 1951 年撮影
キヌガサソウ

田淵行男のガラス乾板写真展７月の企画展　青樹会安曇野展～若手書道家が拓
ひら

く明日の書、八人展～
田淵行男記念館　472・9964 688・2010貞享義民記念館　477・7550 677・7551

十数年前まで、写真はフィルムが主流でした。それ以前、明治から昭和にかけては、ガラスの板に感光乳剤を塗
ったものを使っていました。田淵行男（名誉市民・1905 － 1989 年）はフィルムが普及するまで、この重くて割れ
やすいガラス乾板を持って山や自然の写真を撮りました。今、デジタル時代に生きる私たちが撮影する写真とは一
枚一枚の重みが違うのではないでしょうか。本展ではガラス乾板で田淵が撮影したものの中から、山岳写真を中心
に紹介します。
●会　期　6 月 5 日（水）～ 10 月 20 日（日）
●休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
●入館料　高校生以上 300 円

　松本市に本部のある西村書道学園若手書道家による作品展を開催します。古典の臨書を基礎にしながら、自由な
発想で新たな書の世界に挑戦しています。
●期　間　6 月 30 日（日）～ 7 月 26 日（金）
●時　間　午前 9 時～午後 5 時
●場　所　１階企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

現
在
、
安
曇
野
に
土
間
や
囲い

ろ

り
炉
裏
の

あ
る
家
は
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
昭
和
30
年
代
ま
で
は
当
た

小林邦
　旧南安曇郡西穂高村塚原出身（現：塚原区）の
小林邦（1906 ～ 1990 年）は、18 歳の時に上京し、
川端画学校に学び、小杉放庵に師事しました。帰
郷後は、宮坂勝に師事し、国展をはじめ、春陽会
展、国画会展、日展等への出品、県内においては
中信美術展、県展へも出品し、高い評価を得まし
た。生涯絵描きであったその作風は、対象が単純
化され、豊かな色彩で描かれています。その絵は、
まるで子どもが描いたかのようでもあり、年を経
るにつれ、その探求は深まりました。

小林邦「原生林」


